
ト
レ
ル
チ
と
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
の
社
会
哲
学

　
　ー
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
の
関
連
に
注
目
し
て
ー

高
　
野
　
晃
　
兆

序

　ー
　
ト
レ
ル
チ
に
よ
る
と
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
社
会
問
題
に
つ
い
て
宗
教
団
体
を
は
じ
め
と
し
て
各
種
団
体
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
る

ら
活
発
に
発
言
が
な
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
日
本
で
は
社
会
問
題
に
つ
い
て
宗
教
個
体
の
発
言
は
ほ
と
ん
ど
聞
か
れ
な
い
。
筆
者
が
高
校

生
から
大
学
生
の
頃
興
味
を
も
っ
て
耳
を
傾
け
た
の
は
東
京
大
学
の
南
原
、
矢
内
原
両
総
長
の
い
ろ
い
ろ
な
社
会
問
題
に
つ
い
て
の
発
言

であ
る
。
社
会
も
両
総
長
の
発
言
を
期
待
し
た
。
し
か
し
両
総
長
に
続
く
理
科
系
の
総
長
は
大
学
内
の
組
織
の
運
営
に
は
手
腕
を
発
揮
し

た
よ
う
で
あ
る
が
、
社
会
問
題
に
つ
い
て
新
聞
記
者
か
ら
発
言
を
求
め
ら
れ
て
も
、
発
言
で
き
な
か
っ
た
。
や
が
て
新
聞
記
者
は
東
大
総

長に
発
言
を
求
め
な
く
な
り
、
社
会
問
題
に
つ
い
て
東
大
総
長
の
発
言
を
わ
れ
わ
れ
は
聞
く
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
た
。
今
日
の
日
本
に

お
い
て
は
、
社
会
問
題
に
つ
い
て
、
諸
宗
教
や
各
種
団
体
は
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
方
が
あ
る
の
か
考
え
な
が
ら
、
こ
の
一
文
を
纏
め
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
こ

　2
　
『
社
会
教
説
』
執
筆
の
動
機
。
ト
レ
ル
チ
著
『
キ
リ
ス
ト
教
の
諸
教
会
と
諸
集
団
の
社
会
教
説
』
（
以
下
『
社
会
教
説
』
と
略
す
）

を
手
掛
か
り
に
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
の
社
会
哲
学
を
考
察
す
る
こ
と
が
拙
論
の
目
的
で
あ
る
。
ト
レ
ル
チ
が
『
社
会
教
説
』
を
書
く
こ
と
に

な
っ
た
直
接
の
き
っ
か
け
は
、
グ
ラ
イ
フ
ス
ヴ
ァ
ル
ト
の
社
会
保
守
的
な
体
系
家
ナ
ト
ジ
ウ
ス
の
『
社
会
問
題
の
解
決
に
お
け
る
教
会
の

ト
レ
ル
チ
と
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
の
社
会
哲
学
（
高
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一



二

　
ハ
ゑ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぞ
ソ

協働
』
と
い
う
書
物
の
書
評
を
『
社
会
科
学
及
び
社
会
政
策
雑
誌
』
の
編
集
者
ヤ
ッ
フ
ェ
が
ト
ン
ル
チ
に
依
頼
し
て
き
た
こ
と
に
よ
る
。

ト
レ
ル
チ
は
批
評
を
書
く
代
わ
り
に
、
キ
リ
ス
ト
教
の
社
会
教
説
の
歴
史
的
研
究
に
丸
五
年
も
の
歳
月
を
か
け
た
が
、
こ
れ
は
宗
教
史
学

派
の

体系
家
と
言
わ
れ
る
ト
レ
ル
チ
な
ら
で
は
の
こ
と
で
あ
る
。
「
リ
ッ
チ
ュ
ル
と
は
異
な
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
の
独
自
性
は
教
義
学
的
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

規
範的
に
生
み
出
さ
れ
る
の
で
は
な
く
て
、
所
与
の
宗
教
の
経
験
的
分
析
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
、
と
ト
レ
ル
チ
は
主
張
す
る
」
。
「
宗

教
の

生
の

世界
の
事
実
性
国
四
容
巨
け
讐
を
正
当
に
評
価
す
る
と
い
う
こ
と
が
神
学
の
課
題
で
あ
る
」
と
い
う
の
が
宗
教
史
学
派
の
合
意
で

　
　
ハ
エ

あ
っ
た
。

一　

原
初
の
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
の
宗
教
・
倫
理
思
想

　ト
レ
ル
チ
は
『
社
会
教
説
』
の
論
を
展
開
す
る
に
当
た
っ
て
、
第
一
章
第
一
節
の
「
福
音
」
、
第
二
節
の
「
パ
ウ
ロ
」
に
は
じ
ま
っ
て
各

章
各節
と
も
ま
ず
初
め
に
宗
教
思
想
を
と
り
あ
げ
、
次
に
倫
理
思
想
、
最
後
に
社
会
教
説
へ
と
進
ん
で
い
る
。
「
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
」
の
節

に

お
い
ても
こ
の
順
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
の
宗
教
・
倫
理
思
想
の
第
五
番
目
に
社
会
学
的
図
式
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
思
想
の
特
徴
を
社
会
学
的
に
簡
潔
に
表
現
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
社
会
学
的
図
式
は
拙
論
に
お
い
て
は
以
後

の

展開
に
関
係
し
な
い
の
で
省
略
す
る
。

　1
　
予
定
説
。
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
の
宗
教
・
倫
理
思
想
に
お
い
て
第
一
に
重
要
な
も
の
は
予
定
説
で
あ
る
。
ト
レ
ル
チ
は
ル
タ
ー
の
宗

教
思
想を
論
じ
る
に
当
た
っ
て
「
恩
寵
と
は
な
ん
で
あ
る
か
」
で
も
っ
て
始
め
た
の
に
対
し
て
、
カ
ル
ヴ
ィ
ン
の
場
合
は
神
概
念
で
も
っ

て

始め
た
。
こ
の
神
概
念
の
表
現
が
予
定
説
な
の
で
あ
る
。
カ
ル
ヴ
ィ
ン
が
予
定
説
に
お
い
て
表
現
し
た
も
の
は
神
の
絶
対
的
主
権
的
意



志
の

性格
で
あ
る
。
あ
る
人
を
救
い
に
定
め
、
他
の
人
を
滅
び
に
定
め
る
の
は
人
間
の
功
績
で
は
な
く
、
神
の
支
配
者
と
し
て
の
意
志
で

あ
る
。
神
の
支
配
者
と
し
て
の
意
志
が
あ
ら
ゆ
る
根
拠
の
根
拠
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
規
範
の
規
範
で
あ
る
。
神
の
理
由
な
き
意
志
が
世
界

の

根
拠
であ
り
、
世
界
の
全
過
程
の
原
因
で
あ
る
。
ル
タ
ー
の
場
合
の
よ
う
に
愛
の
概
念
が
神
思
想
の
中
心
で
は
な
く
て
、
尊
厳
の
概
念

が中
心
で
あ
る
。

　2
　
宗
教
的
個
人
主
義
。
第
二
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
宗
教
的
個
人
主
義
で
あ
る
。
「
ル
タ
ー
の
場
合
に
は
基
本
的
に
は
い
つ
も
罪
の

許し
の
確
信
か
ら
生
ず
る
個
人
の
救
い
の
確
信
と
至
福
が
問
題
で
あ
っ
た
。
…
…
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
に
お
い
て
は
被
造
物
の
至
福
で
は
な

く
て
、
神
の
名
誉
が
中
心
で
あ
る
よ
う
に
、
行
為
に
よ
っ
て
神
を
賛
美
す
る
こ
と
が
宗
教
の
個
人
的
ー
人
格
的
真
正
さ
の
テ
ス
ト
な
の
で

　
ハ
ヱ

あ
る
」
。
「
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
は
選
び
は
失
わ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
お
り
、
そ
れ
故
に
注
意
の
す
べ
て
を
信
仰
の
確
実
性
に
む
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ロ

る
の
で
は
な
く
て
、
神
の
意
志
に
従
っ
て
加
工
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
世
界
と
共
同
体
を
形
成
す
る
こ
と
に
む
け
て
い
る
」
。
ル
タ
ー
主

義
の
個
人
主
義
は
恩
寵
喪
失
を
恐
れ
て
、
罪
の
許
し
に
し
が
み
つ
い
て
い
る
が
、
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
の
個
人
主
義
は
選
び
の
仕
事
を
組
織

化
す
る
。
つ
ま
り
個
人
は
至
福
の
な
か
で
休
む
こ
と
で
満
足
す
る
の
で
は
な
く
て
、
現
世
の
秩
序
の
な
か
に
入
り
、
こ
の
秩
序
に
精
神
的

に

優
位な
立
場
に
立
っ
て
、
こ
の
秩
序
を
神
の
意
志
に
適
う
よ
う
に
形
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
神
の
意
志
に
適
う
よ
う
に
形
成

す
る
こ
と
が
聖
化
で
あ
り
、
こ
の
聖
化
を
促
進
す
る
た
め
に
選
び
が
あ
る
。
こ
の
選
び
の
た
め
に
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
は
ル
タ
ー
主
義
の
よ

う
に
恩
寵
の
喪
失
性
を
知
ら
な
い
。
「
こ
の
個
人
主
義
は
個
人
を
基
本
的
に
教
会
か
ら
独
立
さ
せ
、
選
び
そ
の
も
の
を
個
人
的
な
確
信
の
事

柄と
さ
せ
る
。
こ
の
点
に
教
会
に
対
す
る
個
人
の
欲
せ
ざ
る
独
立
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
点
で
セ
ク
ト
タ
イ
プ
の
個
人
主
義
と
軽
く
触
れ

　
ハ
ユ

あ
う
」
。

　3
　
聖
な
る
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
思
想
。
ト
レ
ル
チ
は
原
始
キ
リ
ス
ト
教
以
来
信
徒
の
信
仰
共
同
体
に
ゲ
マ
イ
ン
デ
O
Φ
ヨ
Φ
冒
α
Φ
と
い
う
語

ト
レ
ル
チ
と
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
の
社
会
哲
学
（
高
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三



四

を
用
い
、
初
期
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
以
降
の
組
織
的
に
整
え
ら
れ
た
ゲ
マ
イ
ン
デ
に
或
い
は
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
組
織
的
集
合
体
に
教
会
内
同
同
o
げ
①

と
い
う
語
を
使
用
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
日
本
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
個
々
の
教
会
に
対
し
て
は
ト
レ
ル
チ
は
ゲ
マ
イ
ン
デ
を
使
用
す
る

と
思
わ
れ
る
。

　
④　
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
課
題
と
構
造
。
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
の
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
課
題
は
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
生
活
を
キ
リ
ス
ト
教
化
す
る
こ
と
で

あ
る
。
ゲ
マ
イ
ン
デ
は
生
活
の
す
べ
て
の
方
向
に
お
い
て
、
即
ち
教
会
、
家
族
、
国
家
、
社
会
、
経
済
に
お
い
て
神
の
言
葉
と
精
神
に
従
っ

て

形成
さ
れ
る
。
カ
ル
ヴ
ィ
ン
は
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
構
造
を
考
え
る
に
当
た
っ
て
聖
書
か
ら
聖
職
者
、
学
者
、
デ
ィ
ア
コ
ー
ン
或
い
は
救
貧

担当
者
、
規
律
審
査
員
N
暮
ぽ
σ
Q
Φ
ユ
o
洋
臼
の
四
つ
の
職
を
引
き
出
し
た
。
ル
タ
ー
教
会
に
お
け
る
政
府
に
規
律
の
管
理
を
引
き
渡
す
と
い

う
教
会
の
と
ほ
う
も
な
き
ω
宜
昌
ε
巴
同
ω
δ
H
琶
ゆ
q
に
比
べ
る
と
、
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
に
お
い
て
は
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
課
題
と
構
造
が
適
切
に
補

いあ
う
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
㈲　
再
洗
礼
派
（
セ
ク
ト
）
と
の
類
似
と
相
違
。
聖
な
る
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
思
想
に
お
い
て
再
洗
礼
派
と
接
近
す
る
。
ブ
ッ
ツ
ア
ー
は
破

門
の
権
利
と
道
徳
の
監
視
の
う
ち
に
再
洗
礼
派
の
真
理
契
機
を
認
め
た
が
、
カ
ル
ヴ
ィ
ン
も
こ
れ
ら
二
つ
が
キ
リ
ス
ト
教
精
神
O
冨
圃
ω
学

一同o夢
Φ
詳
と
聖
書
性
に
適
っ
て
い
る
こ
と
を
認
め
た
の
で
あ
る
。
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
と
再
洗
礼
派
に
共
通
な
諸
傾
向
と
は
破
門
の
制
度
と

真
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
交
わ
り
と
し
て
の
聖
餐
の
概
念
で
あ
る
。
教
会
規
律
を
守
る
こ
と
が
聖
餐
に
あ
ず
か
る
前
提
条
件
で
あ
る
。
聖
餐

がゲ
マ
イ
ン
デ
の
中
心
点
と
な
る
。
こ
れ
に
加
わ
る
の
が
個
人
並
び
に
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
聖
化
と
い
う
考
え
か
た
で
あ
る
。
洗
礼
は
選
ば
れ

る
可
能
性
の
承
認
で
あ
る
。
洗
礼
の
後
、
キ
リ
ス
ト
教
的
道
徳
を
守
る
こ
と
に
よ
っ
て
継
続
的
に
進
歩
す
る
こ
と
が
聖
化
で
あ
る
。
聖
化

を
経
て
来
世
の
至
福
に
至
る
。
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
の
ゲ
マ
イ
ン
デ
に
は
二
種
類
の
構
成
員
が
い
る
。
聖
化
を
経
て
、
来
世
の
至
福
に
至
る

真
の

構成
員
と
み
せ
か
け
の
構
成
員
と
が
い
る
。



　し
か
し
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
と
再
洗
礼
派
と
は
聖
な
る
ゲ
マ
イ
ン
デ
を
支
配
す
る
自
然
法
の
点
で
異
な
る
。
再
洗
礼
派
に
お
い
て
は
公
的

地位
、
権
力
あ
る
地
位
、
法
、
誓
約
並
び
に
戦
争
を
差
し
控
え
る
よ
う
に
と
い
う
要
求
が
か
か
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
で

は
か
か
る
要
求
は
拒
否
さ
れ
、
か
か
る
事
ご
と
に
関
与
す
る
こ
と
が
相
対
的
自
然
法
の
立
場
で
許
さ
れ
る
。
カ
ル
ヴ
ィ
ン
と
正
統
派
カ
ル

ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
は
現
世
を
肯
定
し
、
か
か
る
事
ご
と
を
聖
な
る
ゲ
マ
イ
ン
デ
に
仕
え
さ
せ
た
。
こ
れ
は
普
遍
的
教
会
的
思
考
形
式
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
り

こ
れ
に
対
し
て
セ
ク
ト
は
絶
対
的
自
然
法
し
か
認
め
な
い
。
再
洗
礼
派
に
対
す
る
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
の
違
い
は
こ
こ
に
あ
る
。
カ
ル
ヴ
ィ

ニ
ズ
ム
は
相
対
的
自
然
法
を
受
け
入
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
約
聖
書
の
キ
リ
ス
ト
の
法
、
即
ち
山
上
の
説
教
と
取
り
組
む
必
要
を
感
じ

な

か
った
。
私
有
財
産
と
財
産
を
持
つ
努
力
に
対
し
て
、
そ
れ
が
キ
リ
ス
ト
教
の
精
神
を
十
分
に
心
得
て
い
る
と
い
う
条
件
の
下
で
あ
れ

ば
、
カ
ル
ヴ
ィ
ン
は
異
論
を
唱
え
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
一
切
は
ゲ
マ
イ
ン
デ
と
国
家
の
福
祉
に
、
そ
れ
故
に
神
の
名
誉
に
役
立
つ
の
で
あ

る
。

　4
　
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
の
倫
理
。
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
の
倫
理
の
諸
特
徴
の
う
ち
で
特
記
す
べ
き
は
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
的
に
教
育
さ
れ
た

諸
民
族
の

倫
理に
強
い
影
響
を
及
ぼ
し
た
現
世
内
的
禁
欲
で
あ
る
。
福
音
に
は
禁
欲
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
神
の
国
を
来
世
に
延
期

す
る
こ
と
で
も
っ
て
禁
欲
が
入
っ
て
き
た
。
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
は
道
徳
の
二
段
階
性
の
教
え
に
お
い
て
禁
欲
を
現
世
生
活
の
上
に
置
い
た
。

つま
り
禁
欲
は
修
道
院
や
聖
職
者
に
お
い
て
育
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
は
道
徳
の
二
段
階
性
を
棄
て
、
す
べ
て
の

人
に

対し
て
同
じ
方
法
で
現
世
否
定
と
現
世
克
服
の
精
神
で
現
世
生
活
を
貫
く
こ
と
を
要
求
し
た
。
し
か
し
こ
こ
で
ル
タ
ー
主
義
と
カ
ル

ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
は
別
れ
る
。
ル
タ
ー
主
義
は
罪
の
世
界
を
涙
の
谷
間
と
し
て
嘆
く
、
し
か
し
他
面
神
の
義
認
を
確
信
し
、
結
果
を
神
に
ま
か

せる
。
つ
ま
り
片
や
現
世
に
対
し
て
不
安
と
嫌
気
を
感
じ
る
が
、
片
や
現
世
を
神
の
賜
と
し
て
有
り
難
く
享
受
す
る
。
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム

は
現
世
を
原
理
に
お
い
て
否
定
し
、
そ
し
て
個
々
に
お
い
て
享
受
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
に
と
っ
て
は
現
世
は
全
力
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レ
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六

でも
っ
て
戦
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
嫌
悪
で
あ
る
。
神
の
栄
光
、
聖
な
る
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
建
設
、
こ
れ
が
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
の
倫
理
の

唯
一
の
目
的
思
想
で
あ
る
。
現
世
で
の
政
治
的
、
経
済
的
、
社
会
的
活
動
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
神
の
栄
光
の
た
め
に
あ
る
。

ニ
　
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
の
社
会
教
説

　
以
上
の

宗教
・
倫
理
思
想
と
所
与
の
政
治
的
ー
社
会
的
文
化
諸
状
況
か
ら
社
会
教
説
が
形
成
さ
れ
る
。
こ
の
二
つ
の
内
的
結
び
つ
き
は

カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
の
近
代
市
民
的
ー
資
本
主
義
的
文
化
へ
の
適
応
能
力
を
示
す
。
こ
の
能
力
は
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
や
ル
タ
ー
主
義
に
は
欠
け

て

いた
。
以
下
に
お
い
て
主
と
し
て
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
の
関
係
を
考
察
す
る
た
め
社
会
教
説
の
う
ち
国
家
論
・
政
治
論
・
経
済
論
を
取
り

上げ
、
家
族
論
、
社
会
論
は
省
略
す
る
。

　国
家
論
・
政
治
論
・
経
済
論
（
教
会
の
形
態
を
含
む
）
。
聖
な
る
ゲ
マ
イ
ン
デ
を
つ
く
る
と
い
う
カ
ル
ヴ
ィ
ン
の
理
想
の
生
活
環
境
は
ジ
ュ

ネ
ー
ブ
で
の
み
見
出
さ
れ
た
。
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
は
ビ
シ
ョ
フ
と
サ
ヴ
ォ
イ
家
と
戦
っ
て
、
そ
の
政
治
的
自
由
を
獲
得
し
て
い
た
。
こ
こ
に
カ

ル
ヴ
ィ
ン
は
門
閥
と
結
び
つ
い
て
い
た
国
家
教
会
を
打
ち
倒
し
、
世
俗
的
な
こ
と
に
関
し
て
は
市
参
事
会
に
従
う
が
、
宗
教
・
倫
理
面
で

は
教
会
規
律
を
強
制
力
を
も
っ
て
守
ら
せ
る
こ
と
の
で
き
る
ゲ
マ
イ
ン
デ
教
会
を
設
立
し
た
。
こ
の
教
会
が
若
い
、
未
完
成
の
国
家
の
背

骨と
な
っ
た
。
全
体
生
活
の
キ
リ
ス
ト
教
的
社
会
的
形
成
は
社
会
に
対
す
る
キ
リ
ス
ト
教
理
念
の
組
織
的
支
配
な
し
に
は
、
つ
ま
り
教
会

の

支
配
な
し
に
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
彼
は
事
実
上
は
国
家
を
教
会
に
従
わ
せ
た
。
国
家
論
・
政
治
論
・
経
済
論
は
ω
民
主
的

ー
立
憲
的
傾
向
、
②
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
の
経
済
倫
理
に
お
け
る
資
本
主
義
的
傾
向
、
㈹
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
の
政
治
的
国
際
性
の
順
に
展
開

さ
れ
る
が
、
拙
論
の
目
的
は
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
の
関
係
を
追
求
す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
、
ω
と
㈹
は
省
略
す
る
。



　
民
主的
－
立
憲
的
傾
向
。
ト
レ
ル
チ
は
カ
ル
ヴ
ィ
ン
、
ベ
ザ
、
ノ
ッ
ク
ス
、
ク
ロ
ム
ウ
エ
ル
、
ア
ル
ト
フ
ー
ジ
ウ
ス
、
グ
ロ
チ
ウ
ス
、

ロ
ッ
ク
、
ホ
ッ
ブ
ス
の
八
人
の
政
治
思
想
を
、
キ
リ
ス
ト
教
的
自
然
法
か
ら
近
代
的
自
然
法
へ
の
移
行
と
い
う
観
点
か
ら
比
較
し
て
い
る
。

前
の
四
人
は
キ
リ
ス
ト
教
的
自
然
法
に
立
脚
し
、
後
の
四
人
は
近
代
的
合
理
的
自
然
法
に
立
脚
し
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。
ま
た
こ
の
移
行

が
古カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
か
ら
新
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
へ
の
移
行
に
当
た
る
と
解
さ
れ
る
。

　
a
　
カ
ル
ヴ
ィ
ン
。
彼
の
個
人
的
見
解
は
非
民
主
的
－
権
威
主
義
的
傾
向
を
も
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
ゲ
マ
イ
ン
デ
教
会

と
都
市
共
和
制
の
組
み
合
わ
せ
は
結
局
は
民
主
主
義
・
国
民
主
権
の
方
向
に
向
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
の
理
由
は
全
統
治
が
自
然
法
に
よ
っ

て

要
求さ
れ
た
個
人
の
理
性
的
な
福
祉
を
ね
ら
っ
て
お
り
、
国
家
ば
こ
の
意
味
で
理
性
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
意

味
で
政
治
的
権
力
に
影
響
を
及
ぼ
す
最
後
の
手
段
は
民
意
と
選
挙
民
へ
の
説
教
に
よ
る
ア
ピ
」
ル
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
へ
の
傾
向
が
ひ
き
お
こ
さ
れ
た
。
説
教
に
お
け
る
神
な
き
或
い
は
非
理
性
的
統
治
方
法
の
告
発
に
よ
っ
て
彼
は
支
配
的
門
閥
を
批

判
し
、
選
挙
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
民
衆
へ
の
叫
び
は
彼
と
彼
の
追
従
者
に
と
っ
て
は
最
高
の
理
性
巳
鉱
ヨ
聾
錯
鉱
o
な
の
で
あ
る
。
民
衆

へ
の
こ
の
叫
び
に
お
い
て
聖
職
者
は
国
民
の
護
民
官
で
あ
る
と
い
う
立
場
を
主
張
し
た
。
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
は
権
威
を
非
常
に
高
く
評
価

す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
国
民
に
よ
る
、
国
民
の
た
め
の
」
で
あ
る
。

　b
　
ベ
ザ
。
カ
ル
ヴ
ィ
ン
の
最
も
忠
実
な
弟
子
ペ
ザ
は
バ
ー
ソ
ロ
ミ
ュ
ー
の
夜
と
フ
ラ
ン
ス
国
家
権
力
の
無
神
性
に
直
面
し
て
臣
下
服

従
の

理
論を
棄
て
、
緊
急
の
場
合
に
国
民
主
権
を
最
終
審
と
し
て
告
げ
た
。
も
し
他
の
法
廷
す
べ
て
が
役
に
立
た
な
く
な
っ
た
と
き
、
神

と
自
然
法
は
国
民
を
法
の
究
極
的
な
源
泉
に
す
る
と
い
う
、
他
の
手
段
が
残
っ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
武
器
に
よ
る
革
命
も
許
さ
れ
て
い

る
と
い
う
、
簡
単
な
根
本
思
想
が
彼
の
意
見
で
あ
る
。
し
か
し
す
べ
て
こ
れ
ら
の
権
利
や
義
務
は
ま
ず
第
一
に
私
人
に
妥
当
す
る
の
で
は

な
く
て
、
何
ら
か
の
方
法
で
法
的
に
任
命
さ
れ
て
い
る
人
た
ち
、
即
ち
国
民
の
た
め
に
行
動
す
る
よ
う
に
委
託
さ
れ
て
お
り
そ
し
て
義
務

ト
レ
ル
チ
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ル
ヴ
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八

づけ
ら
れ
て
い
る
身
分
、
つ
ま
り
下
級
官
吏
、
選
挙
団
体
に
の
み
あ
て
は
ま
る
。
こ
れ
ら
一
切
の
こ
と
は
現
実
に
暴
君
と
な
っ
た
政
府
に

対し
て
、
即
ち
自
然
法
と
神
の
法
に
対
し
て
根
本
的
に
違
反
し
て
い
る
国
家
権
力
に
対
し
て
の
み
許
さ
れ
る
。

　
c
　
ノ
ッ
ク
ス
。
ジ
ョ
ン
・
ノ
ッ
ク
ス
は
べ
ザ
や
ユ
グ
ノ
ー
よ
り
も
原
初
の
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
の
政
治
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
遠
く
離
れ

て

いた
。
し
か
し
彼
も
近
代
の
純
粋
に
合
理
的
な
自
然
法
に
移
っ
て
い
か
な
か
っ
た
。
彼
は
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
に
入
る
前
に
、
強
く
民
主

主
義的
な
ア
ク
セ
ン
ト
を
持
っ
た
国
民
主
権
と
い
う
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
説
を
代
表
し
て
い
る
ジ
ョ
ン
・
メ
イ
ジ
ャ
ー
か
ら
影
響
を
受
け
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ユ

こ
の
時
代
の
暴
君
暗
殺
と
い
う
き
び
し
い
表
現
は
お
そ
ら
く
こ
こ
か
ら
説
明
さ
れ
る
。
彼
は
宗
教
改
革
に
む
け
て
ま
た
国
家
権
力
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
へ
む
け
て
権
利
と
義
務
を
与
え
ら
れ
て
い
る
人
た
ち
、
即
ち
下
級
行
政
官
と
し
て
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
イ
ギ
リ
ス
の
貴
族
に
、

宗
教
改革
と
反
抗
の
義
務
を
教
え
た
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
い
て
王
妃
た
ち
が
外
国
の
カ
ト
リ
ッ
ク
の
支
配
者
た
ち

と
の
結
婚
に
よ
っ
て
福
音
を
抑
圧
す
る
と
い
う
危
機
に
直
面
し
て
、
彼
は
世
襲
王
朝
に
反
対
し
、
君
主
の
選
挙
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
要
求

し
、
暴
君
に
対
し
て
下
級
行
政
官
の
武
器
を
も
っ
た
反
抗
を
権
利
と
義
務
で
あ
る
と
宣
言
し
た
。
彼
は
最
後
に
私
人
に
対
し
て
も
自
由
な

結束
と
主
体
性
に
よ
っ
て
宗
教
改
革
と
ゲ
マ
イ
ン
デ
形
成
に
、
そ
れ
故
に
政
治
的
権
力
装
置
に
も
必
要
と
あ
ら
ば
暴
力
的
に
干
渉
す
る
よ

う
に
呼
び
か
け
た
。
彼
は
ベ
ザ
や
ユ
グ
ノ
ー
よ
り
も
原
初
の
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
る
が
な
お
宗
教
性
を
強
く
残
し
て
い

る
。　
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　d
　
ク
ロ
ム
ゥ
エ
ル
。
以
上
が
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
朝
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
プ
レ
ス
ビ
テ
リ
ア
ン
の
教
説
で
あ
り
、
ク
ロ
ム
ウ
エ
ル
の
軍
隊

の

将
軍
た
ち
の
教
説
で
あ
る
。
こ
れ
は
カ
ー
ル
一
世
の
首
に
関
わ
る
教
説
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
教
説
は
共
和
制
的
並
び
に
合
理
的
－
自

然
法的
で
は
な
い
。
こ
の
教
説
も
ま
だ
キ
リ
ス
ト
教
的
－
自
然
法
的
並
び
に
聖
書
的
保
守
的
で
あ
る
。
こ
の
教
説
は
国
民
の
権
利
並
び
に

キ
リ
ス
ト
教
会
の
福
祉
の
原
則
に
従
っ
て
の
統
治
権
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
た
ら
ん
と
し
て
い
る
。



　
e
　
ア
ル
ト
フ
ー
ジ
ウ
ス
。
彼
は
国
民
主
権
の
思
想
か
ら
国
家
と
あ
ら
ゆ
る
社
会
の
合
理
的
構
成
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。
彼
は
い

ま
だ
国
家
領
域
と
教
会
領
域
と
の
一
致
の
思
想
を
終
始
保
持
し
て
お
り
、
そ
の
限
り
で
カ
ル
ヴ
ィ
ン
的
思
考
の
レ
ー
ル
の
上
に
い
る
。
し

かし
彼
は
ω
自
然
状
態
の
自
由
と
平
等
を
た
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
②
彼
は
こ
の
前
提
か
ら
あ
ら
ゆ
る
段
階
に
お
け
る
社
会
を
社
会
契
約

を
通
し
て
成
立
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
支
配
権
を
国
民
の
意
志
に
よ
っ
て
委
託
さ
れ
た
も
の
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
。
彼

は
人
文
主
義
的
ー
ス
ト
ア
的
、
純
粋
に
自
然
法
的
思
想
の
側
に
つ
い
た
。

　f
　
グ
ロ
チ
ウ
ス
。
彼
を
通
し
て
自
然
法
と
契
約
論
が
は
じ
め
て
世
界
史
的
な
影
響
を
持
つ
に
至
っ
た
の
で
あ
る
が
、
彼
は
カ
ル
ヴ
ィ

ニ
ズ
ム
と
の
連
関
を
は
っ
き
り
と
解
消
し
、
合
理
主
義
的
並
び
に
政
治
的
に
動
機
づ
け
ら
れ
た
寛
容
の
た
め
に
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
的
国
家

教
会制
度
と
戦
っ
た
。
原
始
状
態
の
平
等
と
自
由
か
ら
彼
は
国
家
を
一
つ
の
契
約
か
ら
導
き
出
し
た
。
国
家
は
純
粋
に
合
理
的
な
福
祉
を

目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
宗
教
戦
争
を
排
除
す
る
戦
争
と
平
和
の
国
際
法
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
彼
個
人
は
キ

リ
ス
ト
教
精
神
を
持
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
は
純
粋
に
世
俗
的
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。
カ
ル
ヴ
ィ
ン
の
言
葉
「
神
は
（
神
の

本
質
の中
で
）
合
理
的
意
志
に
よ
っ
て
た
っ
て
い
る
」
と
グ
ロ
チ
ウ
ス
の
学
説
「
神
が
存
在
し
な
く
と
も
ー
そ
う
い
う
こ
と
は
あ
り
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ニ

な
い
が
1
理
性
法
則
は
妥
当
す
る
」
と
の
間
の
対
立
は
二
つ
の
世
界
を
へ
だ
て
る
溝
を
照
ら
し
て
い
る
。

　9
　
ロ
ッ
ク
。
近
代
の
自
然
法
の
第
二
の
偉
大
な
設
立
者
ロ
ッ
ク
は
ピ
ュ
ウ
リ
タ
ン
的
な
考
え
を
持
っ
た
父
に
よ
っ
て
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ

ム

の

感覚
で
教
育
さ
れ
た
が
、
彼
は
ピ
ュ
ウ
リ
タ
ニ
ズ
ム
を
す
で
に
は
や
く
本
質
的
に
独
立
し
た
意
味
で
理
解
し
た
。
彼
の
後
の
教
会
理

論と
寛
容
理
論
は
セ
ク
ト
タ
イ
プ
に
属
し
、
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
に
は
属
さ
な
い
。

　
彼
の自
然
法
は
無
言
の
保
証
ヨ
旨
爵
o
呂
σ
q
鋤
自
o
即
ち
す
べ
て
の
国
家
制
度
の
う
ち
に
統
治
の
契
約
が
暗
黙
の
う
ち
に
含
ま
れ
て
い
る

と
い
う
、
国
家
の
純
地
上
的
－
功
利
的
性
格
と
支
配
す
る
権
威
者
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
そ
し
て
免
職
す
る
国
民
の
権
利
と
い
う
理
論
に

ト
レ
ル
チ
と
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
の
社
会
哲
学
（
高
野
）
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一
〇

よ
っ
て
カ
ル
ヴ
ィ
ン
の
自
然
法
を
想
い
出
さ
せ
る
が
、
彼
の
自
然
法
そ
の
も
の
は
そ
の
基
盤
に
お
い
て
は
全
然
別
物
で
あ
る
。
彼
は
ス
ト

ア

の合
理
主
義
に
も
聖
書
の
啓
示
に
も
結
び
つ
か
ず
、
功
利
的
経
験
主
義
に
結
び
つ
く
。
彼
の
自
然
法
は
す
べ
て
の
人
の
平
等
と
自
由
の

原
初的
状
態
か
ら
心
理
学
的
に
説
明
さ
れ
う
る
結
果
で
あ
る
。
人
間
は
ま
ず
自
然
に
成
長
し
た
社
会
に
お
い
て
こ
の
自
由
と
平
等
を
守
り
、

ま
た
限
定
す
る
た
め
に
結
束
す
る
、
そ
し
て
個
人
の
福
祉
目
的
に
ふ
さ
わ
し
い
形
で
こ
の
場
合
に
必
要
と
な
る
統
治
権
を
形
成
す
る
。
彼

の自
然
法
は
個
人
の
福
祉
に
仕
え
る
の
で
あ
っ
て
、
神
の
名
誉
に
仕
え
な
い
。
彼
の
合
理
主
義
は
啓
蒙
の
精
神
で
あ
っ
て
、
も
は
や
カ
ル

ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
の
精
神
で
は
な
い
。

　h
　
ホ
ッ
ブ
ス
。
ト
レ
ル
チ
は
彼
を
近
代
自
然
法
の
第
三
の
設
立
者
と
名
付
け
、
彼
は
グ
ロ
チ
ウ
ス
や
ロ
ッ
ク
よ
り
も
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ

ム
に

対し
て
ず
っ
と
遠
く
に
立
っ
て
お
り
、
ル
タ
ー
派
と
イ
ギ
リ
ス
国
教
会
派
が
ホ
ッ
ブ
ス
主
義
か
ら
収
穫
し
た
主
要
な
も
の
は
啓
蒙
で

あ
っ
た
、
と
解
し
て
い
る
。

　
「
そ
れ
故
フ
ラ
ン
ス
流
の
或
い
は
ア
メ
リ
カ
流
の
近
代
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
無
造
作
に
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
に
連
れ
戻
す
こ
と
は
誤
り
で

あ
ろ
う
。
近
代
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
自
然
法
の
理
論
で
す
ら
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
か
ら
本
質
的
に
発
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
近
代
の
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
は
む
し
ろ
本
質
的
に
は
純
政
治
的
並
び
に
純
経
済
的
運
動
に
由
来
し
て
い
る
。
近
代
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
自
然
法
の
理
論
は
キ

リ
ス
ト
教
的
自
然
法
と
人
文
主
義
的
自
然
法
が
養
わ
れ
た
と
こ
ろ
の
共
通
の
基
盤
か
ら
、
つ
ま
り
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
の
古
代
文
化
か
ら

成
長し
た
。
し
か
し
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
は
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
以
上
に
そ
し
て
ル
タ
ー
主
義
よ
り
も
ず
っ
と
以
上
に
、
近
代
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

の自
然
法
の
理
論
を
キ
リ
ス
ト
教
諸
理
念
と
の
結
び
つ
き
か
ら
次
第
に
解
放
さ
せ
る
た
め
に
道
を
切
り
開
い
た
ー
イ
ギ
リ
ス
革
命
の
場

合
に

みら
れ
る
よ
う
に
、
再
洗
礼
派
は
こ
の
方
向
で
は
も
っ
と
徹
底
的
に
働
い
た
ー
と
い
う
こ
と
は
正
し
い
。
二
つ
［
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ

ム
と
再
洗
礼
派
］
が
近
代
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
造
っ
た
と
い
う
よ
り
も
二
つ
が
力
を
合
わ
せ
て
近
代
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
準
備
を
し
た
の



であ
り
、
ま
た
近
代
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
た
め
に
精
神
的
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
を
与
え
た
の
で
あ
っ
た
。
近
代
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
準
備
を
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ぜ

た
こ
と
も
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
の
本
来
の
意
志
に
反
し
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
」
。

三
　カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
の
社
会
教
説
の
帰
結

　ト
レ
ル
チ
は
ル
タ
ー
主
義
の
節
で
は
社
会
教
説
を
取
り
上
げ
た
後
、
ル
タ
ー
主
義
の
社
会
教
説
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
政
治
並
び
に
経
済

の

領域
へ
の
影
響
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
し
か
し
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
の
節
で
は
、
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
の
社
会
教
説
の
帰
結
と
し
て
自
由

教
会
制
度と
教
会
内
の
ピ
ュ
ウ
リ
タ
ニ
ズ
ム
或
い
は
ピ
エ
テ
ィ
ズ
ム
と
い
う
初
期
の
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
と
は
全
く
異
な
る
新
し
い
カ
ル

ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
へ
の
移
行
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

　カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
の
重
要
な
帰
結
の
一
つ
で
あ
る
自
由
教
会
制
度
を
通
し
て
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
は
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
の
一
種
の
結
合
関

係
に
は
い
る
。
何
と
な
れ
ぱ
初
期
の
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
の
国
家
倫
理
は
神
の
名
誉
と
諸
民
族
の
幸
福
を
傷
つ
け
る
国
家
武
力
に
対
抗
す
る

シ
ス

テ

ム

の

設
立
に

の

み
い

つも
関
心
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
自
由
教
会
制
度
は
国
家
教
会
と
い
う
権
威
に
よ
っ
て
全
生
活
と
全
文

化を
統
】
支
配
す
る
と
い
う
中
世
的
並
び
に
古
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
理
念
の
解
体
で
あ
る
。
自
由
教
会
制
度
は
そ
れ
故
こ
れ
ま
で
の
社
会

の

基
本
概
念
に

対し
て
革
命
的
で
あ
る
。
こ
れ
は
教
会
に
所
属
す
る
こ
と
の
形
式
的
な
決
定
を
個
人
の
意
志
に
移
す
こ
と
を
意
味
し
、
ま

た

教義
学
的
に
は
こ
の
様
に
し
て
成
立
し
た
共
同
体
は
依
然
と
し
て
教
会
的
救
済
施
設
と
み
な
さ
れ
う
る
が
、
法
的
に
は
自
由
意
志
に

よ
っ
て
所
属
す
る
団
体
く
頸
Φ
冒
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
こ
れ
と
共
に
教
会
概
念
が
個
人
主
義
的
ー
民
主
主
義
的
思
想
へ
移
行
す
る
。
自
由

教
会制
度
或
い
は
国
家
と
教
会
の
分
離
は
時
の
経
過
の
な
か
で
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
宗
教
政
治
的
原
理
と
な
っ
た
。
以
上
か
ら
自
由
教
会
制

ト
レ
ル
チ
と
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
の
社
会
哲
学
（
高
野
）
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一
二

度
に
お
い
て
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
と
セ
ク
ト
タ
イ
プ
と
の
形
式
的
な
類
似
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　自
由
教
会
制
度
と
ピ
ュ
ウ
リ
タ
ニ
ズ
ム
或
い
は
ピ
エ
テ
ィ
ズ
ム
が
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
の
内
的
帰
結
か
ら
ど
こ
ま
で
理
解
さ
れ
う
る
か
、

そ
し
て
そ
の
際
、
外
か
ら
の
影
響
は
ど
こ
ま
で
働
い
た
か
が
、
問
題
で
あ
る
。

　ト
レ
ル
チ
は
二
つ
の
発
展
を
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
基
盤
か
ら
は
理
解
せ
ず
、
別
の
環
境
世
界
の
結
果
と
し
て
理
解
す
る
。
自
由
教
会
制
度
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヨ

歴
史的
出
発
点
は
ピ
ュ
ウ
リ
タ
ン
の
う
ち
英
国
教
会
よ
り
脱
退
し
て
会
衆
教
会
を
建
て
た
会
衆
教
会
主
義
囚
o
ロ
鴨
Φ
α
q
9
。
自
8
巴
凶
ω
日
二
ω
の

う
ち
に
あ
る
。
会
衆
教
会
主
義
の
父
で
あ
る
ロ
バ
ー
ト
・
ブ
ラ
ウ
ン
は
最
初
厳
格
な
ピ
ュ
ウ
リ
タ
ン
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
が
、
次
に
教

会と
国
家
の
分
離
の
原
則
を
発
展
さ
せ
た
。
会
衆
教
会
主
義
の
第
二
の
父
ヘ
ン
リ
ー
・
バ
ロ
ウ
の
命
題
も
同
じ
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。
つ

ま
り
彼
は
ピ
ュ
ウ
リ
タ
ニ
ズ
ム
並
び
に
聖
化
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
理
想
の
唯
一
正
し
い
論
理
的
帰
結
は
国
家
と
教
会
の
分
離
で
あ
る
と
考
え

た
。
ま
た
教
会
は
聖
職
者
、
長
老
、
デ
ィ
ア
コ
ー
ン
を
純
デ
モ
ク
ラ
テ
ィ
シ
ュ
な
方
法
で
召
命
し
、
教
会
規
律
と
破
門
を
独
立
的
に
執
行

す
る
の
で
あ
る
。
彼
は
エ
リ
ザ
ベ
ス
朝
の
国
教
主
義
者
の
犠
牲
者
と
し
て
死
ん
だ
。
国
教
主
義
者
は
分
離
の
う
ち
に
教
会
・
国
家
・
社
会

を
脅
か
す
無
政
府
主
義
の
原
理
を
見
た
か
ら
で
あ
る
。

　こ
こ
か
ら
会
衆
教
会
主
義
の
二
つ
の
発
展
が
可
能
で
あ
っ
た
。
片
や
特
殊
サ
ー
ク
ル
へ
の
発
展
、
他
面
独
立
的
な
個
々
の
ゲ
マ
イ
ン
デ

の成
員
相
互
及
び
神
と
の
間
の
契
約
に
基
づ
く
新
し
い
教
会
形
成
へ
の
発
展
が
可
能
で
あ
っ
た
。
ク
ロ
ム
ウ
エ
ル
の
軍
隊
の
イ
ギ
リ
ス
独

立
主
義ぎ
α
8
Φ
巳
Φ
碁
凶
ω
ヨ
島
が
前
者
の
方
向
に
発
展
し
、
会
衆
教
会
主
義
が
後
者
の
方
向
に
発
展
し
た
。
契
約
と
は
成
員
相
互
間
の
並
び

に神
と
の
契
約
締
結
で
あ
る
。
こ
れ
は
完
全
な
再
洗
礼
派
の
思
想
で
あ
る
。
し
か
し
会
衆
教
会
主
義
の
契
約
に
は
は
っ
き
り
表
現
さ
れ
る

契約
と
暗
黙
の
契
約
と
が
あ
っ
た
。
幼
児
洗
礼
に
は
暗
黙
の
契
約
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
点
が
セ
ク
ト
と
異
な
っ
て
教
会

であ
る
ゆ
え
ん
で
あ
っ
た
。



　
会
衆
教
会
原
理
に

至る
発
展
の
ラ
イ
ン
を
ト
レ
ル
チ
は
次
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
レ
リ

　
ブ
ラ
ウ
ン
の
信
奉
者
は
オ
ラ
ン
ダ
に
逃
れ
、
次
に
純
粋
な
民
主
的
な
教
会
の
伝
道
の
た
め
に
ニ
ュ
ウ
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
移
住
し
た
。
イ

ギ
リ
ス
政
府
は
分
離
主
義
者
に
移
住
を
許
す
と
こ
ろ
ま
で
追
撃
の
法
を
和
ら
げ
た
。
会
衆
派
の
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ス
ト
だ
け
が
ニ
ュ
ウ
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
で
承
認
さ
れ
、
そ
し
て
最
も
重
要
な
政
治
的
権
利
も
教
会
の
所
属
性
と
結
ば
れ
た
。
か
く
て
会
衆
主
義
が
植
民
地
国
家
ニ
ュ
ウ
イ

ング
ラ
ン
ド
で
国
家
宗
教
と
な
っ
た
。
そ
し
て
ゲ
マ
イ
ン
デ
相
互
が
関
係
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
こ
か
ら
ア
メ
リ
カ
会
衆
主
義
は
出

発
する
。

　こ
れ
に
対
し
て
ク
ロ
ム
ウ
エ
ル
の
軍
隊
の
独
立
派
の
運
動
を
動
か
し
た
の
は
内
的
啓
発
と
経
験
へ
の
、
平
信
徒
説
教
の
権
利
へ
の
衝
動

であ
り
、
再
生
し
た
聖
職
者
へ
の
熱
望
と
自
由
に
召
命
さ
れ
た
説
教
者
を
中
心
と
し
た
自
由
な
ゲ
マ
イ
ン
デ
形
成
の
要
求
で
あ
る
。
し
か

し
ク
ロ
ム
ウ
エ
ル
の
独
立
派
は
間
奏
曲
で
あ
っ
た
。

　し
か
し
会
衆
派
と
独
立
派
は
大
い
な
る
影
響
を
残
し
た
。
第
一
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
べ
き
は
独
立
派
の
理
論
が
ロ
ッ
ク
の
国
家
理
論
に

取り
入
れ
ら
れ
、
国
家
と
教
会
の
分
離
の
理
論
と
し
て
普
遍
的
世
界
史
的
意
義
を
持
つ
に
至
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
「
第
二
に
も
っ
と
重
要
な

結
果は
北
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
憲
法
囚
8
ω
陣
暮
同
o
ロ
に
お
い
て
ま
た
北
ア
メ
リ
カ
の
個
々
の
国
家
の
憲
法
く
Φ
臥
器
ω
8
凶
に
お
い
て
教

会
の

諸
事情
の
秩
序
が
こ
の
線
に
沿
っ
て
形
成
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
部
は
種
々
な
る
国
家
に
お
け
る
種
々
な
る
教
会

の

事
実
上
の

並存
と
い
う
結
果
で
あ
り
、
一
部
は
教
会
と
良
心
の
自
由
と
い
う
国
家
は
近
づ
け
な
い
尊
厳
と
い
う
会
衆
派
的
ー
カ
ル
ヴ
ィ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヨ

ン

的
思
想
の

表
現
であ
る
」
。

　
「
こ
れ
ら
の
結
果
を
原
初
の
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
に
帰
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
結
果
は
再
洗
礼
派
的
に
ま
た
ス
ピ
リ
チ
ュ

アリ
ス
テ
ィ
シ
ュ
に
影
響
さ
れ
た
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
の
影
響
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
［
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
保
っ
て
い
る
］
カ
ル
ヴ
ィ
ニ

ト
レ
ル
チ
と
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
の
社
会
哲
学
（
高
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
二

◆



一
四

ズ
ム

の

教
会も
近
代
の
宗
派
的
住
民
の
混
合
に
直
面
し
て
こ
の
例
に
従
っ
た
、
と
い
う
の
が
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
事
実
は
カ
ル
ヴ
ィ

ニ
ズ
ム

の

近
代
の

形成
に
と
っ
て
決
定
的
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
至
る
所
で
国
家
教
会
と
並
ん
で
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
の
自
由
教
会
が
形
成
さ

　
バ
リ
　れた

」
。

　
「
自
由
教
会
制
度
へ
の
道
に
お
い
て
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
は
そ
の
主
要
部
分
に
お
い
て
政
治
的
に
自
由
化
さ
れ
た
。
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
は
国

家
の

個
人
主義
的
並
び
に
純
功
利
主
義
的
理
解
へ
の
セ
ク
ト
の
傾
向
を
大
い
に
分
か
ち
合
っ
た
の
で
、
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
と
セ
ク
ト
の
間

に
は
こ
の
観
点
で
は
も
は
や
区
別
が
な
い
ほ
ど
に
な
っ
た
。
…
…
自
由
教
会
的
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
は
更
に
そ
れ
を
越
え
て
、
民
主
主
義
的

な
思
想
に
接
近
し
た
。
自
由
教
会
制
度
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
こ
の
融
合
に
お
い
て
は
じ
め
て
自
由
教
会
的
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
は
政
治
的
個

人
主義
へ
の
今
日
の
関
係
を
受
け
取
っ
た
。
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
は
セ
ク
ト
と
結
合
し
て
今
日
ル
タ
ー
的
国
家
教
会
に
真
っ
向
か
ら
対
立
し

て

い
る
。
そ
し
て
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
は
…
…
キ
リ
ス
ト
教
の
近
代
の
本
質
に
ひ
と
り
即
応
す
る
形
式
と
呼
ば
れ
る
。
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
は

も
ち
ろ
ん
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
最
初
に
生
み
出
し
た
の
で
は
な
い
。
し
か
し
そ
の
自
由
教
会
的
な
姿
に
お
い
て
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
促
進

　
ハ
　
け

し
た
」
。

　
ニ
ュ
ウ
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
古
い
会
衆
主
義
者
は
自
分
た
ち
は
国
家
か
ら
の
自
由
を
欲
し
た
が
、
他
の
教
会
を
許
容
し
な
か
っ
た
。
種
々

な
る
宗
教
共
同
体
の
並
存
を
認
め
る
よ
う
に
な
る
に
は
か
な
り
の
年
月
を
必
要
と
し
た
。
寛
容
が
真
の
原
理
に
な
っ
た
の
は
ロ
ッ
ク
の
教

会
並
び
に国
家
理
論
に
よ
る
そ
し
て
実
践
的
に
は
ア
メ
リ
カ
諸
国
家
の
憲
法
に
よ
る
相
互
寛
容
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
諸
国
家
に
お
い
て
良

心
の

尊厳
に
対
す
る
尊
敬
か
ら
信
教
の
自
由
と
い
う
良
心
の
権
利
と
人
間
の
権
利
が
個
々
の
国
家
の
憲
法
の
基
礎
と
さ
れ
た
。
こ
の
表
現

が
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
に
逆
輸
入
さ
れ
た
。
自
由
教
会
制
度
と
寛
容
が
古
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
か
ら
新
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
を
区
別
す
る
の
で
あ
る
。

　
一
方
ピ
ュ
ウ
リ
タ
ニ
ズ
ム
は
英
国
国
教
会
内
の
カ
ト
リ
ッ
ク
的
要
素
へ
の
攻
撃
で
も
っ
て
始
ま
り
、
国
教
会
内
に
聖
化
ゲ
マ
イ
ン
デ
を



形
成
す
る
と
い
う
要
求
を
も
っ
て
い
た
。
こ
の
運
動
は
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
朝
の
下
で
第
二
の
宗
教
改
革
の
要
求
に
な
っ
た
。
こ
の
運
動
の
特

徴を
い
く
つ
か
挙
げ
る
と
、
日
々
の
行
動
を
点
検
す
る
た
め
の
日
記
を
つ
け
る
こ
と
、
聖
化
の
た
め
の
最
上
の
手
段
と
し
て
の
職
業
労
働

の

奨励
、
衣
服
等
の
質
素
さ
、
等
で
あ
る
。
カ
ル
ヴ
ィ
ン
的
ー
ピ
ュ
ウ
リ
タ
ン
的
敬
慶
主
義
は
英
国
の
中
流
階
級
の
道
徳
の
学
校
と
な
っ

た
。

　新
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
は
古
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
が
信
奉
し
て
い
た
キ
リ
ス
ト
教
自
然
法
を
自
由
主
義
の
近
代
の
古
典
的
ー
合
法
的
自
然
法

に
近
づ
け
た
。
こ
れ
は
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
の
産
物
で
は
な
い
。
こ
れ
は
キ
リ
ス
ト
教
的
色
づ
け
か
ら
解
放
さ
れ
た
ス
ト
イ
シ
ズ
ム
と
ロ
ー

マ

法
に帰
っ
て
い
く
と
こ
ろ
の
人
文
主
義
的
に
考
え
ら
れ
た
法
学
者
並
び
に
近
代
の
心
理
的
－
経
験
的
に
演
繹
す
る
哲
学
者
の
自
然
法
で

あ
る
。
新
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
に
お
い
て
は
近
代
の
世
俗
的
自
然
法
が
静
か
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
。
以
上
が
ト
レ
ル
チ
の
論
で
あ
る
。

四

『
社
会
教説
』
の
問
題
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
む

　グ
ラ
ー
フ
に
よ
れ
ば
ト
レ
ル
チ
の
「
社
会
教
説
」
に
対
し
て
こ
れ
ま
で
三
六
の
書
評
が
み
ら
れ
る
。
「
ト
レ
ル
チ
の
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
叙

述
が古
い
宗
派
的
偏
見
の
克
服
と
し
て
大
変
誉
め
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
記
述
に
関
す
る
批
判
者
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
タ

と
っ
て
プ
ロ
。
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
宗
派
対
立
の
解
釈
は
ま
だ
宗
派
論
争
の
古
い
軌
道
の
内
で
動
い
て
い
る
」
。
つ
ま
り
『
社
会
教
説
』
に

みら
れ
る
ル
タ
ー
主
義
に
は
厳
し
く
、
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
に
は
好
意
的
な
叙
述
に
は
ト
レ
ル
チ
時
代
の
市
民
層
の
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
に
好

意
的な
り
ベ
ラ
ル
派
と
社
会
保
守
的
ル
タ
ー
主
義
の
対
立
が
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
ゼ
ー
ベ
ル
ク
の
意
見
を
グ
ラ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ね

フ
は
紹
介
し
て
い
る
。

ト
レ
ル
チ
と
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
の
社
会
哲
学
（
高
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五



一
六

　
最も
は
や
い
時
期
に
か
つ
一
番
長
編
の
書
評
を
書
い
た
ヴ
ェ
ル
ン
レ
は
、
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
の
項
の
冒
頭
で
、
ル
タ
ー
主
義
と
カ
ル
ヴ
ィ

ニ
ズ
ム

の間
に
ト
レ
ル
チ
は
ツ
ヴ
ィ
ン
グ
リ
の
教
会
タ
イ
プ
を
取
り
上
げ
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
批
判
し
た
後
、
「
わ
れ
わ
れ
は
も
ち
ろ
ん
ト

レ

ルチ
の
場
合
の
ツ
ヴ
ィ
ン
グ
リ
の
欠
如
に
対
し
て
ト
マ
ス
主
義
の
章
と
並
ん
で
こ
の
書
物
の
最
も
美
し
い
も
の
と
み
な
さ
な
け
れ
ば
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
タ

ら
な
い
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
の
す
ば
ら
し
い
叙
述
に
よ
っ
て
十
分
に
補
わ
れ
る
」
と
記
し
て
い
る
。
ヴ
ェ
ル
ン
レ
は
ト
レ
ル
チ
の
カ
ル
ヴ
ィ

ニ
ズ
ム

の

叙
述を
細
か
い
点
で
は
批
判
し
て
い
る
が
、
例
え
ば
、
「
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
の
政
治
的
発
展
に
つ
い
て
の
詳
述
［
拙
論
で
は
社
会

教説
の
カ
ル
ヴ
ィ
ン
か
ら
ホ
ッ
ブ
ス
に
至
る
記
述
］
は
私
に
は
ト
レ
ル
チ
の
他
の
著
述
に
お
い
て
は
こ
れ
ほ
ど
す
ば
ら
し
く
説
得
的
な
の

を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
う
。
私
は
と
り
わ
け
、
彼
が
カ
ル
ヴ
ィ
ン
、
ベ
ザ
と
彼
ら
に
続
く
仲
間
た
ち
の
場
合
に
自
然
法
的
傾
向
と

並
ん

でキ
リ
ス
ト
教
的
そ
し
て
正
統
的
傾
向
を
大
変
強
調
し
、
そ
し
て
古
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
を
合
理
主
義
の
自
然
法
か
ら
区
別
す
る
線
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
レ

鮮
や
か
に
か
つ
鋭
く
引
い
て
い
る
様
子
に
感
心
す
る
」
と
評
価
し
て
い
る
。

五　
結
　
　
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

　
①　
ド
イ
ツ
神
学
界
に
お
け
る
ト
レ
ル
チ
の
先
見
性
。
国
鼠
o
罵
く
8
↓
冨
α
住
Φ
口
に
よ
る
と
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
教
会
史
に

お

いて
、
一
九
世
紀
の
ド
イ
ツ
文
化
圏
で
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
関
連
づ
け
る
こ
と
の
で
き
る
神
学
者
は
い
な

い
。
R
G
G
の
初
版
（
H
⑩
8
h
h
）
に
は
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
見
出
し
語
は
な
い
。
R
G
G
の
第
二
版
（
H
8
謡
h
）
で
は
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
見

出
し
語
が
見
ら
れ
、
O
o
辞
匿
ロ
し
d
ぎ
日
臼
が
担
当
し
て
い
る
。
し
か
し
R
G
G
の
第
三
版
（
H
㊤
α
謡
h
）
で
は
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
ω
富
讐
甑
o
雫

目
Φ
つ
の
項
目
の
と
こ
ろ
で
短
く
扱
わ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
教
会
史
で
ト
レ
ル
チ
と
よ
く
対
比
さ
れ
る



カ
ー
ル
・
ホ
ル
の
Ω
①
舞
目
目
Φ
犀
Φ
諺
畦
ω
痒
N
Φ
N
霞
内
凶
『
o
げ
魯
σ
q
①
ω
o
ぼ
o
窪
Φ
で
は
】
W
g
H
H
H
ω
゜
H
8
の
諺
目
日
』
で
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
言
及
さ

れる
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
今
日
で
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
互
い
に
親
し
い
関
係
に
あ
る
と
い
う
見
解

は
当
然
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
のよ
う
な
ド
イ
ツ
神
学
界
に
お
い
て
今
世
紀
初
頭
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
関
係
に
く
わ
し
く
言
及
し
た

ト
レ
ル
チ
の
業
績
は
特
別
な
意
義
を
持
っ
て
お
り
、
そ
の
先
見
性
は
高
く
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
②　
ド
イ
ツ
初
期
近
代
史
家
に
よ
る
ト
レ
ル
チ
の
再
評
価
。
ド
イ
ツ
初
期
近
代
史
研
究
に
お
け
る
現
代
の
第
一
人
者
の
一
人
ハ
イ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
め
　

ツ
・
シ
リ
ン
グ
（
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
大
学
教
授
）
の
ヴ
ェ
ー
バ
ー
、
ト
レ
ル
チ
の
評
価
を
紹
介
し
た
い
。

　第
二
次
大
戦
後
ド
イ
ツ
の
初
期
近
代
史
の
研
究
は
社
会
経
済
史
的
観
点
に
重
点
が
置
か
れ
、
宗
教
社
会
学
的
観
点
が
無
視
さ
れ
て
来
た
。

そ
れ
に
対
し
て
シ
リ
ン
グ
は
一
六
、
一
七
世
紀
に
関
し
て
「
宗
教
と
宗
派
が
個
人
の
生
活
を
規
定
し
た
の
み
な
ら
ず
、
諸
国
家
間
の
共
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
の
ね

生
活
や関
係
を
規
定
し
た
の
は
ど
の
程
度
か
」
を
問
題
と
し
、
「
リ
ッ
ペ
伯
爵
領
に
対
す
る
個
別
研
究
か
ら
出
発
し
て
、
一
七
世
紀
ま
で
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　

全
社
会的
、
即
ち
政
治
的
並
び
に
社
会
的
変
化
に
対
す
る
宗
派
的
な
る
も
の
の
永
続
的
重
要
性
を
強
調
し
た
」
。
そ
し
て
彼
は
宗
教
社
会
学

的
観
点
か
ら
行
わ
れ
た
初
期
近
代
史
に
関
す
る
ヴ
ェ
ー
バ
ー
、
ト
レ
ル
チ
の
業
績
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　　
注
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
　
O
ω
H
°
社
会
教
説
と
社
会
哲
学
の
語
義
に
つ
い
て
。
前
者
は
国
家
、

（1
）
　
国
B
ω
仲
↓
H
o
Φ
房
o
汀
U
凶
Φ
ω
o
賦
巴
一
Φ
耳
Φ
昌
q
曾
o
耳
凶
ω
窪
o
げ
①
昌
　
　
　
　
社
会
等
に
対
す
る
教
会
の
教
説
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
社
会
哲
学

　
田
容
ゴ
窪
⊆
巳
O
H
ξ
需
P
H
津
b
。
噂
（
以
下
○
ω
H
と
略
す
）
ω
゜
H
°
ト
レ
　
　
　
　
と
い
う
語
を
ト
レ
ル
チ
は
社
会
全
体
の
あ
り
方
を
考
え
る
と
い
う
意

　
　
ル
チ
著
（
高
野
・
帆
苅
訳
）
『
古
代
キ
リ
ス
ト
教
の
社
会
教
説
』
教
文
　
　
　
　
味
で
使
っ
て
い
る
。
古
代
教
会
は
ロ
ー
マ
帝
国
と
の
関
係
に
対
し
て

　
館
、
一
六
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
社
会
教
説
を
持
つ
こ
と
は
で
き
た
が
、
社
会
哲
学
を
持
つ
こ
と
は
出

ト
レ
ル
チ
と
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
の
社
会
哲
学
（
高
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七



一
八

　
　
　
　
　
　
　来
な
か
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
教
は
中
世
に
お
い
て
初
め
て
社
会
哲
学
を
　
　
　
　
ま
り
ス
ト
ア
の
社
会
哲
学
の
自
然
法
学
説
を
受
容
す
る
こ
と
な
し
に

　
　
　
　
　
　
　も
つ
こ
と
が
出
来
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
、
社
会
生
活
に
対
し
て
手
際
よ
く
立
ち
向
か
え
な
か
っ
た
。
キ
リ

　
　
　
　　
（
3
）
竃
霞
け
貯
周
二
〇
曾
8
ゲ
国
昌
α
q
Φ
庁
母
ユ
＜
9
Z
讐
ぎ
ω
貯
ω
“
U
団
Φ
冨
同
鼠
尻
ー
　
　
　
　
ス
ト
教
は
ス
ト
ア
か
ら
自
然
法
を
受
容
す
る
に
当
た
っ
て
、
キ
リ
ス

　
　
　
　
　
　　
び
Φ
搾
匹
興
内
凶
言
げ
o
碧
α
霞
い
α
ω
ロ
ロ
α
q
α
臼
ω
o
N
同
巴
Φ
口
団
量
o
q
Φ
口
℃
　
　
　
　
ト
教
的
に
改
造
し
た
。
つ
ま
り
自
然
法
を
人
間
が
堕
落
す
る
以
前
の

　
　
　
　
　
　　
H
8
㌻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
始
状
態
の
絶
対
的
自
然
法
と
堕
落
し
た
状
態
を
受
け
入
れ
る
相
対

　
　
　
　　
（
4
）
　
諺
目
〇
三
く
津
吋
ω
o
賦
巴
惹
ω
ω
①
口
ω
o
冨
津
仁
巳
ω
o
鼠
巴
宕
一
圃
比
貫
9
ρ
　
　
　
　
的
自
然
法
に
分
け
た
。
セ
ク
ト
タ
イ
プ
は
絶
対
的
自
然
法
の
み
を
信

　
　
　
　
　
　　
切
゜
竃
o
訂
矯
日
q
げ
ぎ
o
q
魯
）
°
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奉
し
、
教
会
タ
イ
プ
は
相
対
的
自
然
法
を
認
め
た
。
こ
の
相
対
的
自

　
　
　
　　
（
5
）
　
津
δ
曾
8
ゴ
芝
｛
ぎ
色
目
O
「
四
沖
U
魯
》
ω
協
8
日
曽
け
貯
興
《
匹
臼
　
　
　
　
然
法
が
キ
リ
ス
ト
教
的
自
然
法
と
呼
ば
れ
る
。

　
　
　
　
　
　　
》
罎
o
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